
令和 8 年度事業計画 

 

 

1 基本方針 

 

 公益財団法人やわた市民文化事業団は、八幡市文化センター及び松花堂庭園・

美術館の指定管理者として、八幡市文化芸術振興条例に定める「広く市民に文化

芸術の振興を図るとともに、心豊かな市民生活及び活力ある地域社会の実現に

寄与する」という基本理念のもと、絶えず市民ニーズを把握しながら様ざまな取

り組みを展開しております。 

「少子超高齢化社会」の中において、文化芸術の振興及び継承はこれまで以上に

重要性が増していると考えているところですが、その取り組みは、一朝一夕に成

果が出るものではなく、地道にこつこつと積み上げていくことが肝要であると

認識しております。市民の皆さまに各種の文化事業にご参加いただく中で「参加

してよかった」という声が私たちの励みとなって、その使命感に身の引き締まる

思いがしております。 

当事業団としては今後も指定管理者としての適正な管理運営を行うとともに、

八幡市や八幡市文化協会とともに手を携えながら、文化の振興と継承に向けて

より一層の不断の努力を積み重ねてまいります。 

 文化センターに関しては、舞台設備操作、自主事業企画の専門的な技術、知識

を駆使して、優れた舞台芸術の鑑賞機会を市民に提供するとともに、舞台機能を

有効に活かせるよう助言・協力を行い、利用者の満足度を高められるように努め

ます。また、豊富な経験とノウハウを活かして、他の施設を活用した文化事業を

実施いたします。 

松花堂庭園・美術館に関しては、お茶室三棟の活用促進とともに観光関連事業

者や八幡市観光協会、お茶の京都 DMO 等と連携することにより、集客と利用

者の増加に努めます。 

庭園や美術館の魅力をより多くの方に知っていただけるよう、地域との協働

を大切にしながら事業を進めていきます。 

法人管理に関しては、京都府への定期報告や各種税務申告、施設管理や労務な

ど関連する法令を遵守し、役員・職員一体となって、公益法人に相応しい運営を

行ってまいります。 



以上を基本方針とし、文化センターと松花堂庭園・美術館において次のとおり

事業を実施していきます。 

 

２ 八幡市文化センターの管理運営 

  八幡市文化センターの主催事業の内容の詳細は別葉のとおりですが、鑑

賞型事業として、映画「シネマ inやわた」と題し５本の上映を予定してい

るほか「ＮＨＫ公開番組収録 上方演芸会」、渚家・文化センター共同企画

事業「なぎさの会朝から落語かい」、「昭和の歌コンサート」、また和楽器な

どの鑑賞の取り組みとして、国内外で活躍する折本岳慶山氏を招聘し「邦

楽コンサート」、三味線界の新星、飯田華那氏による「三味線ライブ」やア

ウトリーチ事業として淀川河川公園管理センター共催事業「夏休みやわた

人形劇場 inさくらであい館」「背割堤さくら寄席」などを開催します。 

参加・創造型事業として、八幡市文化協会の会員の方を中心に創作舞台

を繰り広げる「邦楽のつどい」、講師にプロの落語家を迎えての「落語講座」

を継続して行うとともに、より多くの方に参加いただけるよう開催回数を

増やした「市民ロビーミニコンサート」や京阪沿線の６つの会館と連携し

て、新進のクラシック音楽家の発掘、育成を目的とした「京阪フレッシュ

アーティストリレーコンサート」、松花堂と協力し講習室とお茶室を活用し

て「パンダのいる風景 in松花堂」と題した写真展など、いずれも様々な関

係機関と繋がりを持ち実施いたします。 

  施設の管理運営については、市旧庁舎の工事の進捗状況などに注視しつ

つ、利用者に繰り返しお使いいただけるように職員が一丸となって、より

親切で丁寧な対応に努めていきます。特に、指定管理期間の契約が令和９

年度までとなっていることを踏まえ、市民の方々をはじめ「八幡市文化セ

ンターの管理は文化事業団」と認識していただけるような運営を目指しま

す。 



 

３．松花堂庭園・美術館の管理運営 

  名勝「松花堂及び書院庭園」内の建造物の災害復旧工事が行われていま

す。令和８年２月には建物を覆っていた素屋根が解体され、真新しい瓦や

土蔵の白漆喰壁などが見られるようになり、往時の姿に戻りつつあります。 

  本事業の完成は令和８年度までの予定ですが、庭園の整備事業として建

物内の各種設備工事や庭園内の再整備など、災害復旧に該当しない部分の

事業を進め、令和 10 年度の完成を目指しています。引き続き、これら八幡

市の取り組みに全面的に協力してまいります。 

  それぞれの事業は、別葉のとおりですが、茶道関係では、「松花堂忌茶会」

「初釜会」「日曜茶席」「月釜会」、次世代を担う世代を対象にした「子ども

わくわく茶道教室」、「学生茶会」を実施します。また、八幡市から委託を受

ける「お茶の京都 in 松花堂」等の各種事業に積極的に取り組んでまいりま

す。書道関係では「松花堂書道教室」を核とし「書初め席書大会」「合同作

品展」など、華道関係では「いけ花展」「子どもわくわく華道教室」等を行

います。これらの事業の実施にあたっては、八幡市をはじめ、八幡市文化協

会の各部会並びに文化活動団体とともに事業に取り組みます。 

  美術館では、春季展は八幡在住で国際的に活躍されている陶芸家藤野さ

ち子氏の作品を展示し「Imagery 心象 藤野さち子の陶芸」展を開催しま

す。秋の特別展では「松花堂昭乗と寛永文化（仮）」と題して、寛永年間に

活躍した松花堂昭乗ゆかりの作品を中心とした展示を計画しています。 

特に、本年度は二条城に後水尾天皇が行幸されて 400 年にあたり、京都

府・京都市なども寛永時代に関連したイベントや展示を企画され、当館に

おいては特別展の開催期間に合わせ、（公財）京都古文化保存協会が実施す



る秋の京都非公開文化財特別公開に参加をいたします。 

また、市民の学習機会の場として、定例講座による研究支援と特別講演

会などを開催する松花堂昭乗研究所も継続して実施いたします。 

  利用者や観光客の誘致・拡大については、引き続き、京都府観光連盟、八

幡市観光協会、石清水八幡宮、お茶の京都ＤＭＯ、京阪電気鉄道や近隣施設

と連携を深めながら、利用者、観光客の集客に向け営業活動に努めてまい

ります。 

  さらに、文化庁が実施する「イノベートミュージアム事業」におけるデジ

タルアーカイブ事業に参画し、当館が所蔵している資料のデジタル化に積

極的に取り組むとともに、本事業の参加要件となっている博物館法に基づ

く指定施設の申請を行い、社会から認められる施設としての位置づけを確

立したいと考えています。 


